
1月 
とっておきイベント情報 

 イベント名 会 場/料金 連絡先 

５日（月）10:30 

6 日(火)10:00～ 

7 日（水）15:00 

獅子舞にあたまをかんでもらおう！ 

 4階ホールで遊ぼう！ 新聞紙で遊ぼう！ 

沼田市保健福祉センター 

4 階ホール 
子ども広場 

080-5505-7161  

10日(土)～2/11 Art Birthday 2015 

美術・ダンス・音楽・映像 

古民家ダンスアトリエ 

「オンパロス」 

オンパロスダンスプロジェクト 

℡/fax  22-3732 

11 日(日) 
13:30～16:30 

時代はダム撤去へ！それでもつくるんですか？八ﾂ場ダム 

ドキュメンタリー映画「ダムネーション」上映 

・ダム予定地の現状  

・八ッ場ダム事業の現状と今後の見通し 

八ッ場あしたの会 

八ッ場ダムをストップさせる

市民連絡会 

八ッ場あしたの会事務局 

℡ 027-253-6706 

21 日(水) 
10:00～ 

心のステップ勉強会 

「依存症の理解」 

沼田市保健福祉センター NPO 法人こころの応援団 

℡ 66-0999(千代田) 

24日(土) 
10:00～ エンジョイニューイヤー 

沼田市保健福祉センター 

参加費無料 

NPO 法人こころの応援団 

℡ 66-0999(千代田) 

26日（月） 
10:00～ 

地域づくり実践講座 人口減少時代の地域力 

～今、地域に求められているもの～ 藻谷浩介さん 

群馬県庁 2 階ビジターセン

ター  無料 要申込み 

群馬県地域づくり協議会 

℡ 027-226-2361  

31日(土)～２/10 

10:00～18:00 

第 21 回絵本原画展 

たかさき絵本フェスティバル 
フレッシュな 7 組の若手作家さんの作品を展示 

高崎シティギャラリー 

入場料 大人 800円  

子ども 500円 

NPO 法人 時を紡ぐ会 

090-5537-4006 

 

 

 

 

 

 

 

 

退
職
後
に
大
き
な
文
化
の
華
を 

 
 
 

咲
か
せ
た
桒
原
健
次
郎 

 

桒
原
健
次
郎
は
、
明
治
４
３
年
８
月
、
沼
田

市
上
之
町
の
え
び
す
や
旅
館
の
四
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
３
年
１
８
才
で
、
旧
制
沼
田
中
学
校
を

卒
業
す
る
と
、
糸
之
瀬
尋
常
高
等
小
学
校
の
代

用
教
員
と
し
て
勤
め
、
昭
和
１
１
年
２
６
才
で

正
教
員
と
な
り
、
以
後
利
根
沼
田
の
小
中
学
校

を
異
動
し
、
昭
和
４
５
年
６
０
才
、
南
郷
小
学

校
校
長
を
最
後
に
教
員
生
活
を
終
え
ま
し
た
。 

 

昭
和
４
７
年
６
２
才
で
、
沼
田
市
教
育
委
員

会
の
社
会
教
育
指
導
員
に
任
命
さ
れ
、
郷
土
史

研
究
へ
の
道
が
大
き
く
拓
か
れ
ま
し
た
。 

 

市
で
初
め
て
の
社
会
教
育
指
導
員
の
導
入

で
あ
っ
た
た
め
、
新
し
い
分
野
を
自
分
で
見
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
市
内
に
残
さ
れ
て
い
る

歴
史
・
文
化
・
民
俗
に
目
を
向
け
、
今
ま
で
市

で
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
地
域
の
民
俗
史
を
発

掘
す
る
こ
と
に
没
頭
い
た
し
ま
し
た
。 

 
そ
の
集
大
成
は
『
沼
田
の
民
俗
と
伝
承
』
と

い
う
報
告
書
と
な
り
、
沼
田
に
お
け
る
民
俗
調

査
の
原
点
と
い
え
る
も
の
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
以
降
、
同
士
を
募
り
、
「
沼
田
郷
土
研

究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
郷
土
史
『
沼
田
万
華
鏡
』

の
発
刊
に
努
力
い
た
し
ま
し
た
。 

 

『
沼
田
万
華
鏡
』
は
、
そ
れ
ま
で
見
落
と
さ

れ
て
い
た
、
民
衆
の
歴
史
に
目
を
向
け
、
多
く

の
郷
土
史
フ
ァ
ン
を
作
り
、
そ
の
内
容
は
現
在

で
も
貴
重
な
内
容
で
あ
ふ
れ
て
お
り
、
利
根
沼

田
地
域
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
郷
土
史
研
究
と
同
時
に
桒
原
健
次
郎
が

行
っ
た
文
化
活
動
が
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。 
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【其
の
５
１
】 

 

郷
土
史
研
究
家 

高
山
正 

  
 

一
つ
は
大
正
琴
で
あ
り
、
昭
和
４
８
年
６
３
才

の
時
、
西
原
新
町
婦
人
会
へ
の
指
導
を
始
め
、
以

降
利
根
沼
田
地
域
内
の
２
７
箇
所
に
出
来
て
い

っ
た
大
正
琴
愛
好
会
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
会

は
現
在
も
１
８
０
名
ほ
ど
の
会
員
を
数
え
、
月
２

回
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
演
奏
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。 

 

も
う
一
つ
は
、
昭
和
４
８
年
惜
春
会
の
結
成
と

指
導
で
す
。
惜
春
会
と
は
、
月
１
回
童
謡
、
唱
歌

を
楽
し
む
合
唱
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
し
、
現
在

も
会
員
数
１
２
０
名
で
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
桒
原
健
次
郎
は
そ
の
歌
唱
指
導
な
ど
を

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
交
え
、
楽
し
く
行
っ
て
い
ま

し
た
。 

 
 

こ
の
二
つ
の
大
き
な
文
化
活
動
の
指
導
に
当

た
っ
て
の
口
癖
は
「
腕
よ
り
和
が
大
事
」
と
い
い
、

そ
の
楽
し
さ
を
求
め
て
、
多
く
の
人
が
桒
原
健
次

郎
の
指
導
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。 

 

桒
原
健
次
郎
の
生
き
方
は
、
権
力
に
媚
び
る
こ

と
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の
感
情
で
飾
ら
な
い
性

格
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
て
い
た
の
が
、
秘
め
た

情
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動
力
で
し
た
。
そ

の
生
き
方
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
滝
坂
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
必
要
性
や
、
市
文
化
財
の
勝
軍
地
蔵
雨
宝

殿
の
移
転
問
題
な
ど
を
「
沼
田
の
街
づ
く
り
を
考

え
る
会
」
な
ど
を
通
し
、
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。 

 

昭
和
６
１
年
７
６
才
の
時
、
群
馬
県
文
化
奨
励

賞
。
平
成
元
年
７
９
才
の
時
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
１
４
年
９
月
、
９
３

才
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

桒
原
健
次
郎
の
座
右
の
銘
は
、
「
夢
な
き
者
に

目
標
な
し
、
目
標
な
き
者
に
計
画
な
し
、
計
画
な

き
者
に
行
動
な
し
、
行
動
な
き
者
に
成
果
な
し
、

成
果
に
反
省
な
き
者
に
進
歩
な
し
」 

 


